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0-104 織嬢麓議選形成不約繍絡緯を摺いた発議槻iこ発現
する遺伝子若手のゆ出Amlcr，儲.rray法による錦接的解新
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筑波大学大学後人i湾総合科学研究科診断構理
H3的}我々 は.JW燥がんの競がん病変と考えられる奨諮擁鰻
操選形成(AA却の鰻援組i胞とj湾一患者から採取した正常気管

支上皮続胞のそれぞれにSV40largeT抗涼をpRSV-Tagベ
クターを潟いて遺伝子移入し，不死化されたAAH縮施株

(PL16T)と正常気管支上皮毅胞株(PL16訪を擁立している.
今路この不死{ヒ頭目線株を沼いて締競錨発掘初期に潟発現を示

す遺伝子群を cDNAmicroarray法によち鶴隷約に検出し，そ
の機能・発現意義について解析する{材料・方法]PL16Tと

PL16B のそれぞれからぬtal-貯~A を摘出し cDNA を合成後，
cDNA microarray (CodeLinkT訟のを沼いて.PL16Bに比して
PL16Tに高発現している遺伝子を務総的に検出した.10倍以
上に蕗発現しているものについてはreaトtimePC廷にで発現

援を定;最的に比較した.[総菜]PL16TtこPL16Bに比して高発
現している遺伝子は124傍を畿言語として2611舗であり.10 
倍以上に高発現していたものはS鍛であった.このうちreal-

t1mePCRにてぬ倍以上の発務援が確認できたものはsushi

domain containing 2 (SじSD2)mRNAのみであった.(考察i
SUSD2遺伝子は22q11-q12に存寂しーその機能は未発iである
が.タンパク結合moduleとして機能しているのではないかと
考えられる sushimotifの発務に鈎与している可能性がある.
現在，切除2車線議総畿中での発現を解析中であり，路線がん発
生へのSUSD2選抜子の関与について解析して報告する.


